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要 約 

 史跡能島城跡保存修理事業に伴い郭Ⅰ（２次）、郭Ⅳ、郭Ⅴ、南部平坦地下海岸（３次）調査

を実施した。郭Ⅰ１次調査で検出した SB-1 は、２間×２間の総柱建物跡であることが明らか

となり、井楼の可能性が指摘された。郭Ⅳでは、現状では能島城最大規模となる２間×４間の

掘立柱建物跡を検出し、その北側に建物の建設あるいは廃屋に伴う祭祀痕と考えられる土師質

土器皿 28 点、銭貨 82 点を伴う「地鎮め遺構」を検出した。残念ながら地鎮め遺構に伴う遺物

の大半は樹木の根により破砕されていた。郭Ⅴでは 51 基の柱穴と東端に岩盤を低い堤状に削

り出した遺構を検出した。南部平坦地下海岸では、砂浜に立つ 118 本の木柱を検出した。また

砂浜に打（埋）設、あるいは穴を掘り、木柱周囲に礫を入れて固定する岩礁ピットを伴わない

２種の建柱構造が確認された。等間隔、直線的ではないが、石積に平行して横列状に複数の木

柱列を確認した。また石積基部は礫、砂の上に構築されていることが明らかとなった。 

 


